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医療安全・感染管理部 

n スタッフ 

部長	 	 兼児	 敏浩	

副部長	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 田辺	 正樹	

（医師数	 常	 勤	 	 	 	 	 	 	 2 名）	

	

看護師長（医療安全）	 水谷	 泰子	

薬剤師																										濱口	 直美	

	

副看護師長（感染管理）	 	 	 	 	 新居	 晶恵	

薬剤師	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 水口	 恵理	

臨床検査技師	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 中村	 明子	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 安田	 和成	

	

事務職員（危機管理）	 	 	 	 	 	 	原	 健二	

事務職員	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		 	国方かおる	 	

	 	 	 	 	 	齋藤	 絢子	

	

n 医療安全・感染管理部の特色 

平成 14 年 4 月に設置された安全管理部と平成 19
年 4月に設置された感染制御部が平成 22年 4月から
発展統合し医療安全・感染管理部（Department of 
Patient Safety and Infection Control）となりまし
た。 
医療安全・感染管理部は直接診療を行う部署では

ありませんが、医療安全対策や感染管理を通して、

患者の皆様が安心して受けていただける『良質な医

療』の提供を目指して活動しています。 
 
1. 医療安全部門  
1) 業務体制	

医療安全部門は部長と２人の GRM の他に兼任の

医師、看護師、薬剤師、診療放射線技師、臨床検査

技師、臨床工学技士、事務部の協力を得て活動を行

っています。各部署より提出されるインシデント報

告を解析し、時に現場で検証を行いヒヤリ体験が事

故につながらないようなシステムの改善を提案しま

す。また、全職員を対象とした職員研修を年４回程

度開催するなど、職員に対する安全教育も実施して

います。さらに警察 OB の協力を得て、院内暴力の
防止など、職員の安全確保にも努めています。 
2) 業務内容	

・「インシデントレポート」の収集・分析および事故

防止対策の立案・周知に関すること。 

・医療事故防止に係わる病院内の巡視・点検・評価

に関すること。 
・医療事故防止に係わる業務改善の提言・指導に関

すること。 
・安全管理に係わる教育・研修・啓発に関すること。 
・医療事故防止対策マニュアルに関すること。 
リスクマネージャー会議に関すること。 

・他施設における医療事故調査委員会への外部委員

としての参加。 
3) 業務報告	

・リスクマネージメントマニュアル	 8.1版	 改訂 
・平成 26年度インシデント報告件数	 3362件 

（うち、医師 187件）	 	 	 	 	  

 
インシデントレポートの内訳：当院においても全国的傾向と

同様に薬剤に関係するインシデントが最も多く報告されま

す。当院では薬剤師を専従 GRM として配置し、インシデン
トが事故に繋がらないための対策を積極的に行っています。 

 
・	 学会活動	 医療の質・安全学会、日本医療マネジ

メント学会、日本医療病院管理学会、日本公衆衛

学会、日本臨床倫理学会など 
・	 その他	 他施設の医療安全講演会講師医療事故	 	  

調査委員会への外部委員としての参加など 
 

 
医療安全会議（拡大カンファレンス）：多職種参加のもと、

月 2	  
回開催しています。議題は多岐に渡り、それぞれの専門性

を活かした検討が行われます。  
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2. 感染管理部門  

1) 業務体制	
感染管理部門は ICD ( Infection Control Doctor )、

ICN ( Infection Control Nurse ) に加えて、看護部、
薬剤部、中央検査部、事務部、各診療科等から選出

されたメンバーにより感染対策チーム(ICT)を設置
し活動しております。病院内の日常の感染症対策に

加えて、地域全体を対象とした研修会なども開催し

ております。 
2) 業務内容	

・院内感染対策マニュアルの作成・改訂 
・感染症発生の動向調査・把握、アウトブレイク対	  
	 応 
・感染症対策の情報提供・教育 
・感染症診療・感染症対策コンサルテーション 
・抗菌薬適正使用の推進 
・職業感染対策（ワクチン接種、結核予防、針刺し

防止対策等） 
・感染性廃棄物の取り扱い 
・環境・保菌調査（アウトブレイク発生時等に実施） 
・細菌・真菌などによる感染症の遺伝子診断（培養

陰性の感染症疑い例など診断困難な症例に対して、

臨床検査医学講座の研究として実施） 
・菌株の遺伝子型別解析（アウトブレイク発生時に

実施） 
3) 業務報告	

・院内感染対策マニュアル 第 7.1版	 改訂 
・新規採用時の IGRA検査実施の開始 
・院内・院外のアウトブレイクへの対応 
・他施設との合同カンファレンス 
 

 
職員集会の様子  

 
 

n 今後の展望 

国内・国外で多剤耐性菌が問題となっております。

抗菌薬の適正使用に加え、迅速なアウトブレイク対

応が重要となります。一施設だけでアウトブレイク

対応を行うことは難しく、医療機関間連携の構築が

求められております。三重県全体で院内感染対策の

ネットワーク構築を目指して、現在、Mie	Infection	

Control	Network（MieICNet）設立の準備を進めてい

るところです。	

「患者さんも職員もハッピー」が当部署のめざす

ところですが、そのためには院内だけではなく、地

域全体の医療機関と連携していく必要があります。

三重大学病院の医療安全・感染管理部としての活動

だけでなく、三重県全体に貢献できるような活動を

めざしていきます。感染対策については病院内だけ

でなく、近隣の医療機関と協働で定期的に合同カン

ファレンスを行うなど、地域全体での感染症対策の

推進を図っています。また、医療安全部門では、他

施設で発生したインシデントについて再発防止策を

提言することや、安全研修会の開催に協力すること

も少なくありません。これらの活動をさらに広げて

いきたいと考えています。 

 http://www.hosp.mie-u.ac.jp/section/bumon/iryo_anze
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